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令和２年度高等学校OPENプロジェクト実施報告書（３年次） 

 

研究指定校 北海道静内農業高等学校 教育局 日高教育局 

１ 研究主題  

馬で地域の活性化～強い馬づくりと馬産地日高の魅力発信～ 

２ 研究実践内容  

 

月 実 施 内 容 

５月 

 

 

 

６月 

 

 

 

７月 

 

８月 

 

 

 

 

 

９月 

 

 

10月 

 

 

11月 

 

 

 

 

２月 

・生産科学科３年馬コース９名が馬利用学の授業で、平取養護学校静

内ペテカリの園分校の小中学部及び高等部の生徒を招き、乗馬交流

を実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

観点から中止とした。 

・生産科学科馬コース21名が、５月～10月まで行なわれるデュアル派

遣実習や農業インターンシップでお世話になる近隣の馬産業へ調査

を行ない、馬の仕事に必要な技術・資質がわかる達成表『ホースマ

ン・レベルアップ・チャート』を作成した。 

・JRA日高育成牧場との連携による、サマーセールに向けた講義・実習

を生産科学科３年馬コースの生徒９名対象に実施した。 

・生産科学科３年馬コース11名が馬学の授業において、本校生産馬本

校生産馬「健叶（けんと）」を北海道市場サマーセールに上場した。

なお、コロナ対策のため代表生徒３名が出場、その他の生徒はリモ

ート見学により実施した。 

・本事業の研究成果等をまとめた「地域向けPV」を、馬利用研究班の

生徒が中心に作成した。 

・生産科学科３年馬コースの生徒による、軽種馬協会の「軽種馬経営

高度化研修事業」での発表を予定していたが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点から中止とした。 

・北海道ふるさと・みらい創生推進事業「全道ミーティング」におい

て生産科学科馬コースの生徒２名（３年生１名、２年生１名）が代

表して成果発表を行った。 

・JRA日高育成牧場との連携による、当歳馬の離乳に向けた講義・実習

を生産科学科２年馬コースの生徒16名対象に実施した。 

・新ひだか町役場と連携し「うまキッズ探検隊2020～静内農業高校編

～」を企画し、馬研究班の生徒25名が子どもたちに馬の魅力を伝え

るイベントを実施した。 

・生産科学科２年馬コース16名の生徒が、馬利用学の授業において、

乗馬技術向上のためライディングヒルズ静内での乗馬実習を行った。 

※生産科学科の馬学の授業においては、年間を通じ、日本軽種馬協会と連携して

外部講師を招き、飼養管理及び肢蹄管理の学習を実施した。 
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※本校のプロジェクト研究の軽種馬研究班は、年間を通じGPSを用いた馬の行動

調査を実施した。 

３ 地域みらい連携会議の開催内容  

第 １ 回 令和２年６月30日（火）15：30～17：00 

出 席 者 西村委員、遊佐委員、中島委員、中村委員 

協 議 内 容 平成30年度・令和元年度事業報告、令和２年度実施計画について 

指導・助言を

受 け た 内 容 

・リードホースを活用して、運動量等の向上を図り、データを

測定してはどうか。 

・馬の学習では仔馬の誕生など「生」に関わる授業が多いが、

「死」について学ぶ機会が少ない。実際、馬産業の現場でも

馬の死のショックで辞めてしまう人もいる。養老馬との触れ

合いから命の尊さを学ぶ機会をつくる検討してはどうか。 

第 ２ 回 令和２年９月30日（水）15：30～17：00 

出 席 者 西村委員、中島委員、中村委員 

協 議 内 容 令和２年度中間実施報告、今後の事業について 

指導・助言を

受 け た 内 容 

・今回、高校生が作成したホースマン・レベルアップ・チャー

トは非常に完成度が高かった。馬産業の現場での新人育成の

マニュアルとして実用化を検討してほしい。 

・今回のセリで、2,500万円で売却できたことは本当に良かった。

今後、マドリガルスコア2019(健叶)を含めた近年の生産馬を

追跡調査し、分析してはどうか。 

第 ３ 回 令和２年12月21日（月）15：30～17：00 

出 席 者 西村委員、遊佐委員、中島委員、中村委員 

協 議 内 容 高等学校OPENプロジェクト成果報告について 

指導・助言を

受 け た 内 容 

・今年度で高等学校OPENプロジェクトは終了するが、引き続き、

この本事業のコンソーシアムを継続してほしい。 

・新ひだか町民が、「馬」の魅力を体感できる機会を得る取組

について、本校で企画し発展させて欲しい。 
 

４ 研究の成果と課題  

(1) 目的の達成状況 

○ 全国有数の馬産地である地元の教育力を生かし、地域の人材を活用した体験型の

学習や、生徒が地域の子どもたちに馬の魅力を伝える取組を行うことにより、生徒

が地域の魅力を知ることができたとともに、生徒が学んだことを活用したり、意欲

的に情報発信しようとするなど、生徒が課題を解決する資質、能力を身に付けるこ

とができた。 

○ 「外部講師の授業によって専門性が高まったか」とのアンケート結果では、

「高まった」と答えた生徒が90％、「外部講師の授業によって学習意欲が高ま

ったか」とのアンケート結果では「大いに思う」と答えた生徒が90％であった。

このことから、地域の人材及び馬関連施設を活用した体験型の授業を通し、生
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徒は馬生産の魅力を再確認し、地域の現状をより改善しようとする意欲につな

がったと考えられる。 

(2) 目標の達成状況 

○ 馬産業を支える人材の育成に向け、馬学や馬利用学の授業の中で学んだ馬の知識・

技術を活用し、主体的に子どもたちに向けた馬に関する教材やマニュアルを作成す

ることができた。このことにより、馬産地としての魅力を地域の子どもたちに伝え

ることができたとともに、他者に分かりやすく伝える力を身に付けることができた。 

○ 「子ども向けの教材作成など、授業で学んだことを活用したことで学習が深まっ

たか」とのアンケート結果では、「大いに思う」と答えた生徒が90％と、本取組によ

り、生徒は、学んだことを生かし、社会に貢献する意識が高まったと考えられる。 

○ ＧＰＳを導入した初年度の生産馬、桜翔（はると）が中央競馬でデビューし、競

走馬として活躍した。また、導入２年目の生産馬、健叶（けんと）は購買者の方々

に馬体の仕上がりと丈夫さなどを認められ、2,500万円の高額で売却することができ

た。取組が成果として形になったことで、本校生徒の自己肯定感の醸成に繋がった。 

● 人為的な運動の他に馬の習性などを踏まえ、運動量の増加とより頑丈で強い馬づ

くりを課題とし、本校生徒が課題解決を図る取組を実施する必要がある。 

【３年間の取組状況（生産馬の比較）】 

生年・幼名・性別 
放牧時の

運動量 
放牧以外の運動負荷 セリ販売価格 競走馬名 

戦績 

H29・叶夢・牝 

（かなめ） 
未実施 未実施 

270 万円 

（税別） 

ユメノマクアケ 

３戦０勝（引退） 

H30・桜翔・牡 

（はると） 
0.83km/h 未実施 

340 万円 

（税別） 

トミケンハルト 

１戦０勝（現役） 

R１・健翔・牡 

（けんと） 
0.89km/h 

引き運動（１km/h） 

放牧馬の変更 

2500 万円 

（税別） 

未定 

デビュー前 

【セリ売却後の追跡調査】 

生年・幼名 育成牧場への聞き取り調査で分かったこと 

H29・叶夢 体が弱く冬季の夜間放牧で発熱、体重減少、調教が３ヶ月以上遅れた。 

H30・桜翔 当初は少し体が弱く、乗り始め頃は肢に熱を持ち腫れたりしていた。 

R１・健翔 体は丈夫。現段階の調教は耐えられる。早めに乗ることができた。 

○ 馬産地である地域の人材と連携した取組により、本校生徒が地場産業に興味・関

心をもち、馬産業をとおして社会貢献しようとする自覚に繋がった。 

● 本校の馬コース選択者のうち約６割が卒業後も馬に関わっているが、今後も馬産

業の後継者不足解消に向けた取組は長期にわたり継続する必要がある。 

【プロジェクト開始年度に入学した生産科学科３年生馬コース９名を対象に習熟度調査】 

軽種馬に関わる学習では、アンケートに「獣医師が解説してくれたので分かりやす

かった」、「自分たちが育成した馬が評価され嬉しかった」などのコメントがあった。 

馬利用に関わる学習では、「馬に対する考え方が変わった」、「自分の乗馬での課

題が解決できた」、「今まで学んだ馬の学習を生かすことができた」など、もっと

馬に関わる学習を深めていることが分かった。 
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 【過去３年間の卒業生の進路】 

 

 

 

 

(3) 実践研究の規模 

○ 生産科学科の馬コースを中心に、各教科及び科目の連携を図り、カリキュラムの

内容等の充実を図ることができた。 

● 小・中学校と連携し、本指定事業の実践内容を継続し行うことで、経年変化

を分析し、子どもたちの資質・能力の向上について分析する必要がある。 

(4) 研究成果の普及 

○ 本校ホームページに成果報告の様子を掲載するとともに、本校や新ひだか町が運

営するプッシュ型SNSを活用し、本事業について情報発信をすることができた。 

● 『国際ソロプチミスト静内』や軽種馬協会の「軽種馬経営高度化研修事業」での

発表を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止となっ

た。今後は新型コロナウイルス感染症に対応し、SNSなどを活用し、地域に向けてホ

ースショーやセリなどの研究成果を動画で発信する必要がある。 

(5) 実践研究内容 

○ 地域の小・中学生に向けた馬の体験学習に力を入れるとともに、馬の仕事に

必要な技術・資質を理解できる達成表『ホースマン・レベルアップ・チャート』

を独自に作成した。本校生徒が馬に携わる職種に調査・取材をし、馬産業従事

者になるまでの客観的な指標となる教材を作成することで、授業で学んだこと

を自ら生かし工夫することで、課題を見出し、解決する力が向上した。 

○ 地域の外部人材による講義では、学校では見ることのできない、映像を活用

し、生徒の興味関心を高めることができた。また、JRA職員による実馬を用い

ての実技講習では、生徒がJRA職員の助言を実践し、馬が良好な状態に変化し

ていくことを実際に体験し、日頃の学習に一層意欲的に取り組むことができた。 

(6) 地域みらい連携会議 

○ 生徒が強い馬づくりや馬産業を支える未来の担い手の育成に向けた研究につ

いて、地域みらい連携会議の構成員にプレゼンテーションする機会を得ること

で、専門的な知見を深めることができた。 

○ 地域みらい連携会議構成員の方々からの支援により、地域の人材を活用した

取組を充実させることができた。 

生産科学科馬コース卒業生馬関係就職 その他就職 馬関係進学 その他進学
合計 42 13 10 12 7
H29 19 5 5 7 2
H30 12 6 2 3 1
R01 11 2 3 2 4

〈軽種馬に関わる学習のアンケート〉〈馬利用に関わる学習のアンケート〉
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 ● 強い馬づくりにおいて、本校育成馬は単体飼育のため、同世代の馬との集団放牧

による強化を検討していきたい。そのため、今後は一時的に０～１歳馬の導入を実

現させる必要がある。また、本校生徒の乗馬技術の向上において、積極的に地域の

乗馬施設と連携を密にし、利用回数を増やす事を検討する必要がある。 
 ● 馬産業の担い手の育成において、今後も継続的な地域との連携した取組を実施す

る必要がある。 
５ プロジェクトの達成状況  

(1) ［評価の観点］本道の基幹産業を支える人材や、地域を守り支えていく人材の育成

について 

（評価） 

学校（学科）全体として、本道の基幹産業や地域を支える人材の育成につなが

る取組を実践することができた。 

（評価した理由） 

生産科学科馬コースにおいて、計画的な取組の実践により、生徒が段階的

に馬産業を担う人材に求められる資質・能力を向上させることができたため。 

(2) ［評価の観点］地域の自治体や企業、産業界等の関係機関との協働について 

（評価） 

地域の自治体や企業、産業界等の関係機関と協働した取組を実施し、成果や課

題を共有している。 

（評価した理由） 

新ひだか町の関係諸機関や小学校と連携した取組を推進し、｢地域みらい

連携会議｣等で成果や課題を町民の方と共有し、今後の取組についての展望

を協議することができたため。  

(3) ［評価の観点］生徒の主体性について 

（評価） 

生徒は、地域社会の一員としての主体性を持って取り組むことができた。 

（評価した理由） 

  生徒それぞれが課題意識をもち、自らの計画を実践することができたため。 

(4) ［評価の観点］地域課題の解決状況について 

（評価） 

取組により、地域課題の解決につなげることができた。 

（理由） 

馬産地の担い手不足解消の根本的な解決には長い時間が必要であり、課題

の解決に向け、本事業をきっかけに長期的な取組を実践して欲しいとの評価

を地域の方々からいただいたため。  
 

６ 今後の取組  

・地域に本事業の研究成果の還元するため、ホースマン・レベルアップ・チャー

トを改善し、地域の子どもたちや馬産業の事業所等に配布する。 

・軽種馬の生産方法の改善を踏まえ、軽種馬の育成方法に取り組む。 

・構築したコンソーシアムを今後も継続し、発展させる。 
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７ 参考資料   

1) ＪＲＡ日高育成牧場との連携による馬の育成・調教講習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) サマーセール上場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 北海道ふるさと・みらい創生推進事業「全道ミーティング」成果発表の様子 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

(4) 新ひだか町役場と連携したイベント「うまキッズ探検隊2020」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌のホテルライフォートにおいて、「高

等学校 OEPN プロジェクト」研究指定校の生

徒による研究発表、まちおこしプランの作成

をテーマとしたグループワークなどを実施し、

本校の取組を地域外に発信することができた。 

サマーセール2020で本校から上場したマド

リガルスコア 2019(健叶)が史上最高額の

2,500 万円で落札された。実施後のアンケー

トでは「自分達が育てた馬が認められて嬉し

かった」などの意見もあり、通年にわたる軽

種馬育成への自信と励みになり軽種馬育成に

対する興味・関心を高めることができた。 

ＪＲＡ日高育成牧場にて馴致方法について

学習した。本校以外の子馬と接することで、

本校生徒が育てている子馬の発達状況を確認

することができた。 

 新ひだか町役場と連携し企画した「うま

キッズ探検隊」を行なった。『ホースマン・

レベルアップ・チャート』を使った学習や

馬に乗って行うイス取りゲームなど、生徒

が考えた企画で、小中学生に馬の魅力を伝

える活動を実施した。  
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 (5) 「北海道新聞」（2020.４.21）子馬の誕生についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 「日高報知新聞」（2020.４.21）子馬の誕生についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 「北海道新聞」（2020.６.４）本校生産馬を育成する様子についての記事 
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(8) 「朝日新聞」（2020.６.26）本校生産馬を育成する様子についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 「北海道新聞」（2020.８.26）サマーセールの様子についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 「日高報知新聞」（2020.８.26）サマーセールの様子についての記事 
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(11) 「日高報知新聞」（2020.10.８）セリの高額売却に伴う表敬訪問についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12) 「北海道新聞」（2020.10.13）セリの高額売却に伴う表敬訪問についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(13) 「日高報知新聞」（2020.10.21）新ひだか町から特別賞の贈呈についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


